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マインドチェンジし、
新たな変化に立ち向かう

2020年は、世界的な新型コロナウイルスの感染拡
大からはじまり、未だ先の見えない状況が続いていま
す。アースグループは、除菌剤やマスクなど感染症対
策に強みを持つ事業があることから業績には大きな影
響がなく、社員にも最大限の安全対策を徹底しながら
事業を続けることができました。また、以前よりBCP
の観点から原材料の調達先を分散していたこともあり、
製品の提供を継続でき、サプライチェーンでの柔軟な
対応が重要だと改めて認識することができました。
一方、緊急事態宣言が発出されて以後は、働き方を
はじめ世の中は大きく変わりました。「新しい生活様式」
に沿って、私たちもしっかりとマインドチェンジしな
ければなりません。予測を超えた事態にも対応できる
よう、これまでのスタンダードも見直していく必要が
あります。消毒剤の使用が増えていますが、使うシー
ンによってスプレーボトルの形状を使いやすく変える
など使いやすい製品を開発するのは当社の得意とする
ところですから、機会を逃さずにやっていきたいと思
います。
アース製薬は「虫媒介の感染症対策」に注力すること
を使命としており、事業そのもので社会の課題解決に
貢献してきました。今後は範囲を拡大して、予防も含
めた「感染症のトータルケアカンパニー」となることで、
さらに存在価値、企業価値を高めていきます。そのた
めにも、社員一人ひとりが「世の中に貢献している」と
いう高い意識を持って自らの成長を促し、業務に取り
組んでいくことが重要であり、そうした環境を整える
ことが経営の課題でもあり、CSR活動推進の課題でも
あります。

変化に柔軟に対応することが
成長につながる

アース製薬は、2012年から相乗効果を期待した
M&Aを積極的に行っており、新製品の開発や新たな
市場開拓に成果を上げています。グループ各社がそれ

ぞれに強みを持っていますが、グループ一体となって
目標に向かって取り組むことでより社会に貢献できる
という意識を持ち、外に向けてもアースグループとし
てメッセージを発信していくことが大事だと思ってい
ます。
企業文化の融合もゆるやかに進んでおり、グループ
を超えた会議や人事交流、役員の入れ替えなどもフレ
キシブルに行っています。組織という枠組みにとらわ
れず、個々に適した部署で能力を発揮することで、グ
ループ全体を活性化させるという効果もあり、今後は
海外も含めて活発にやっていこうと考えています。

世の中の声に耳を傾け、期待に応える

新型コロナウイルスの影響により、東京2020オリ
ンピック・パラリンピック競技大会の開催が延期とな
りました。オフィシャルパートナーとしては残念では
ありますが、東京大会の開催は東日本大震災からの復
興のシンボルでもあり、その大会をサポートするとい
う意義を前向きに捉え、虫ケア製品のトップメーカー
としての使命感を持ってサポートを継続していきます。
2020年7月には、女子プロゴルフツアー「アース・
モンダミンカップ」の開催もメディアで大きく取り上げ
られました。このような時期にスポーツの力に勇気づ
けられる人は多いと思いますし、役に立てるのであれ
ばなんとか応えようということから開催を決意しまし
た。誰もがこの状況は無理だと思っても、なんとかで
きる方法を模索する姿勢が、アースグループにはあり
ます。そして、開催後には多方面から評価もいただき
ましたし、今後の感染症予防対策などについても大変
良い経験になったと思います。

ESGへの取り組みを強化し、
企業価値を向上させる

昨今、ESGへの取り組みが企業の評価につながって
いますが、アースグループがこれまでに取り組んでき
たことを改めてそのくくりに照らし合わせると、すで
に実践していることが多くあります。今後はそれらを
さらに進化させて強化していきます。
私は常々、事業として行っていることが、社会に貢
献し、さらに企業価値の向上につながること、すなわ
ちCSVを意識することが大切だと言ってきました。感
染症をトータルにケアしていくためには、自社だけで
は難しいこともあります。大学や研究機関、ベンチャー

企業、自治体を含む異分野の持つ知見を組み合わせ、
オープンイノベーションでやっていくことで感染症を
含む社会課題の解決につなげることが可能であると考
えています。
一方では、アースのポリシーでもある「お客様目線に
よる市場創造」に直結する「お客様の声」というものも大
事にしています。そのために「お客様相談室」を社長直
轄の部門として上位に位置づけ、そこで得られた情報
は社内に広く発信し、製品開発に活かすしくみづくり
も行っています。

世界から感染症をなくしたい

2014年ころから日本では毎年異常気象が続いており、
企業経営にも影響が出ています。もはやそれが当たり
前という姿勢で経営に臨まないといけません。リスク
マネジメントの意味からも、ASEANをはじめ必要とさ
れる国でも役に立ちたいという思いからも、海外での
事業展開を進めています。
また、ものづくりの企業として「環境保全」という課
題に対してはあらゆる面に関わっており、アースがで
きることは全部やるという意志を持って取り組んでい
ます。環境対応以外の社会課題解決に関しても、SDGs
が示す目標をCSR活動に取り込み、事業と対応させな
がら取り組んでいきます。
アースグループは、過去の成功体験に固執せず、時
代の変化に柔軟に対応し、常に変化を続ける――これか
らもそうであり続けることで、世界中で感染症に苦しむ
人々へ予防対策を示し、安全で快適な生活環境を実現す
ることで社会に貢献し、持続的に成長していきます。

世界の人々の安全で快適な暮らしに
貢献していくために

トップメッセージ

アース製薬株式会社
代表取締役社長
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アース製薬の経営理念は、「生
いの ち
命と暮らしに寄り添い、地球との共生を実現する。」こと。

この経営理念を追求することにより、人類共通の世界目標であるSDGs（「持続可能な開発目標」）に
貢献できると考えています。そして、経営理念の実現は、当社のCSRそのものです。

アース製薬の経営とCSR

注力するCSRテーマ
〈 アース製薬が解決すべき社会課題 〉

生
い の ち

命と暮らしに
寄り添い、

地球との共生を
実現する。

家庭用品事業

173,022百万円売上額

87.1%
売上高
構成比

総合環境衛生事業

25,571百万円売上額

12.9%
売上高
構成比

労働環境
働きがいのある仕事と職場の
創出(SDG8.5)

ダイバーシティの推進
(SDG5.1/5.5/8.5)

保健衛生(口腔内環境)
オーラルケア用品の普及を通じた
口腔衛生への貢献(SDG3)

保健衛生(感染症)
虫ケア用品を通じた虫媒介感染症
撲滅への貢献(SDG3.3)

内訳

虫ケア用品部門

59,394 百万円 29.9%/
日用品部門

105,369 百万円 53.0%/

ペット用品・その他部門

8,258 百万円 4.2%/

虫ケア用品 入浴剤オーラルケア 消臭芳香剤

お掃除用品 美容食品園芸用品衛生用品

2021年からの次期中期経営計画
では、従来の取り組み骨子を踏襲し、
戦略の方向性を「アジア収益基盤の拡
大」、「ESG・オープンイノベーション」、
「コストシナジーの創出」と定めてい
ます。また、進めている数値の見える
化を発展させ、重視する指標＝モノサ
シの刷新を進めています。

中期
経営計画

コストシナジー創出

ESG
オープンイノベーション

アジア収益基盤の拡大モ
ノ
サ
シ・イ
ン
フ
ラ
刷
新

戦略の方向性構造改革

環境
廃棄物削減に向けた季節製品の
返品削減(SDG12.5)

製品ライフサイクルを通した環境・
健康上適正な化学物質の管理
（SDG12.4）

○工場、オフィス、物流における
　CO2排出量の削減(SDG13.1)

○自然災害などに対する事業の
　レジリエンスの強化(SDG13.1)
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アース製薬の
強み

製品開発
オープンな雰囲気と最
新の研究設備で独自性
の高い製品を開発

営業戦略
業界屈指の営業部員数
を活かし、お客様目線
での独創的な売り場づ
くりを可能に

生産管理
最適な生産体制と高度
な管理体制で常にベス
トクオリティの製品を
お客様のもとへ

グローバル戦略
緻密な市場調査による
地域密着型のビジネス
モデルで、全世界に製
品をお届け

お客様目線による市場創造
Creating a Market with customers

熱意・創意・誠意
Passion・Innovation・Integrity

すぐやる・必ずやる・最後までやる
Momentum・Achievement

【アースポリシー】
全員参画
One Earth

コミュニケーション
Open communication

人がすべて
Diversity

【アースバリュー】

【経営理念】

生
い の ち

命と暮らしに寄り添い、地球との共生を実現する。
We act to live in harmony with the Earth.
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2009年
プッシュ式蚊とり

「おすだけノーマット」
発売

2015年
発泡入浴剤「温泡」発売

2016年
消臭芳香剤「スッキーリ！」発売

2017年
衣類防虫ケア「natuvo」発売

2018年
LINEでガーデニングのお悩
み解決ホットライン開設

アース製薬は、創業以来「人々の生活に役立つ、使いやすい製品を」との思いをベースに、ユニークで愛される製
品を生み出してきました。その背景には、安全で健康な暮らしを守るという社会課題があり、お客様のニーズ変化と
の対話を大切に続けてきた歴史があります。さまざまなステークホルダーの皆様と、新技術を活用し虫媒介感染症の
減少につながる虫ケア用品だけでなく、健康増進や感染症予防、家事・介護の負担といった社会課題の解決につな
がる製品を展開します。これからも「生

いの ち
命と暮らしに寄り添い、地球との共生を実現する。」のもと、お客様目線での

市場創造に取り組んでいきます。

アース製薬と社会価値の創造のあゆみ

未来につながる
商品の歴史

1920s

1929年
家庭用殺虫剤「アース」発売

家庭の衛生環境が整っていない当
時、家庭では、ハエや蚊などの害
虫に悩まされていました。｢蚊帳
（かや）｣や「蚊とり線香｣などは普
及していました
が、直接駆除す
るには噴霧タイ
プが必要と考え
開発されました｡

1960s

1964年
粉末入浴剤

「バスロマン」発売

日本は高度経済成長期。各家庭
に風呂が普及しはじめ､ 入浴剤
の需要が高まってきた中、「美容
浴剤」と銘打ち発売されました。

1970s

1978年
くん煙剤

「アースレッド」発売

1973年
ゴキブリ用捕獲器

「ごきぶりホイホイ」発売

昆虫をトリモチで捕っていたこ
とをヒントに箱の形状や粘着力
にこだわって開発し、箱ごと捨
てる製品として消費者の不快感
を除きました。

2000s

1980s

1984年
液体蚊とり

「アースノーマット」発売

1987年
洗口液「モンダミン」発売

1980年頃、海外ではすでに生
活習慣になっていた洗口液を日
本に導入しようと、日本人の味
覚に合わせて開発しました。

2010s

2019年
介護用ブランド

「ヘルパータスケ」立ち上げ

日本では高齢化率（65歳以上の人
口割合）が2030年には31.2%を
占めると見込まれています。「ひ
とを助けるあなたを、助ける。」
をコンセプトに介護を頑張る方
を応援する介護用ブランド「ヘル
パータスケ」を立ち上げました。
口腔ケア、排泄臭対策、除菌対
策の11品目を開発しています。

2020s

2020年
食品原料99.9％でできた
殺虫殺菌剤「ロハピ」発売

10年の歳月を費やし、何百種類
もの食品原料の中から、虫と病
気に高い効果を発揮する有効成
分を選択 （スクリーニング）し、
かつ有効成分以外の成分にも食
品原料を使用し、安心・安全な
農薬を追求しました。

1990s

1997年
ゴキブリ用エアゾール

「ゴキジェットプロ」発売

1994年
虫よけ剤「サラテクト」発売

週休2日制が定着しはじめ、家族
で楽しむアウトドア・レジャー
の機会が増えました。従来の虫
よけ剤にパウダーを配合し、汗
にも強く、効果の持続性を向上
させた忌避剤の開発に成功しま
した。

1996年
ハエ・蚊用エアゾール

「アースジェット」発売

1990年代になると室内に侵入
するハエや蚊が激減し、部屋全
体の駆除よりもハエ・蚊の直撃
駆除というニーズが高くなりま
した。

出典：�平成30年版高齢社会白書（内閣府）

アース製薬は、SDGs（持続可能な
開発目標）の課題３「健康と福祉」を重
要テーマとして製品の開発に取り組ん
でいます。その中で、虫媒介感染症の
主要害虫である「蚊」対策商品「アース
ノーマット」シリーズ、健康の源となる
「お口の健康を守り続ける」ため口腔ケ
アブランドである「モンダミン」シリー
ズなど、常に時代のニーズを先取りし
お客様に寄り添った商品提供を続けて
います。

進化し続ける
お客様目線による製品開発

日本独自の文化に根差したオーラルケアブランドとしてス
タートした「モンダミン」を通じ、健康と直結するオーラルケ
ア商品でさまざまなニーズにこたえる提案を行っています。
オリジナルの「モンダミン」をはじめ、子ども用、歯周病対策、
歯科医院専売などのニーズ提案を行っています。この技術を
介護用、除菌剤などのさまざまな商品に展開していきます。

TOPIC 02TOPIC 01
オーラルケアの

進化蚊とりの進化

液体蚊とり
（アースノーマット）
1本で60日間取替えい
らずの効きめ

電池式蚊とり
（アースノーマット電池式）
電気も火も使わずどこ
でも手軽に持ち運べる

プッシュ式蚊とり
超微細な霧を長時間漂
わせ、プッシュで12時
間の効きめ

＼ 1984年発売 ／ ＼ 2002年発売 ／ ＼ 2009年発売 ／

蚊とり線香、蚊とりマット、液体蚊とりのように、虫ケア用品は常に
進化を続けています。近年、最先端のプッシュ式蚊とりのメカニズムを
応用し、不快害虫用、芳香剤、防虫剤などの製品開発を実現しています。
皆様の健康を守るためのより便利で、より手軽な製品をこれからも開発
していきます。

モンダミン
歯周病対策子ども用

歯科医院専売
自動ディスペンサー

プレミアム

介護用分野にも

応用

最新技術を

さまざまな分野に

展開

さまざまな

ニーズに

こたえる進化

プッシュ式システムの応用

加熱蒸散システムの応用

© 2020 
Peanuts 

Worldwide 
LLC
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新たな虫ケア啓発の取り組みとして、「アース虫ケアセ
ミナー2019」を開催しました。本セミナーは、一般の方々に、
害虫に対する正しい知識と対策を理解していただくことを
目的としています。講演では、無類の虫好きとしても著名
な、兵庫医科大学皮膚科医の夏秋優先生による「虫は友だ
ち！毒虫だってこわくない！？」と題した、蚊に刺されて
起こる皮膚炎や、虫よけ剤の安全性、有効性に関する講演、
次に、輸入感染症の専門医で日本感染症学会オリンピック・
パラリンピックアドホック委員会委員としても活躍されて
いる、国立国際医療研究センターの忽那賢志先生が「蚊に
注意！？東京2020大会の観戦と感染」と題し、東京2020
大会に向けた注意喚起を行い、自身の身を守るための防蚊
対策の徹底を呼び掛けました。

当日は募集を大きく超える聴講者が参加し、一般の方々
の虫ケアに対する関心
やニーズの高さがうか
がえ、今後も学識者と
の連携により信頼度の
高い情報発信を取り入
れた虫ケア啓発活動を
進めていきます。

殺虫剤の呼称をやめて、「虫ケア用品」に

東京2020オリンピック・パラリンピックオフィシャルパートナー（虫ケア用品）として

「虫ケア」の取り組み
アース製薬は、虫ケア用品を扱うメーカーの責任として、
虫ケア用品の正しい知識と啓発に努め、
世界の感染症患者が1人でも減るように貢献していきます。

今まで「殺虫」という文字の印象だけで、「毒性が高そう」という
誤解を生んできました。この誤解により、人々がデング熱やジカ
熱などの虫媒介感染症予防の適切な対策がおろそかになってしま
うことは何としても避けたいと考えました。

私たちが提供している商品の目的は、「虫を殺す」ことではなく
「人を守る」ことです。

呼称を変更し、安全性の高い商品だと正しく伝えること、商品
がイメージしやすく呼びやすいネーミングであること、感染症予
防にとって重要な商品群の一つであると表現することを重視しま
した。

感染症は、人が集まる時、人の移動が多い時、海外への往来が増える時に拡大するリスクが高まり
ます。世界中の人々が集まる東京2020大会においては、より一層対策の強化が必要とされます。

アース製薬は、東京2020大会オフィシャルパートナーとして掲げたスローガン「2020の夏も、アース
が守る。」のもと、懸念される感染症の一つである虫媒介感
染症のリスクを少しでも減らし、皆様が安心・安全に東京
2020大会を観戦するために、さまざまな虫ケア啓発活動に
取り組んでいます。

2020年の開催は1年後に延期となりましたが、アース製薬
では、引き続き多くの方々に虫ケアの必要性を知っていただ
きたいと考えています。

「虫ケアステーション」とは、虫媒介感染症のリスクにつ
いて紹介し、実際に「サラテクト」を用いて虫よけ剤の正し
い使い方（裏表紙参照）を説明しながら屋外での虫よけ対策を
呼び掛けるためのアースオリジナルのブースです。

昨今、日本では、蚊が媒介するデング熱、ジカ熱だけで
なく、蚊と同様に身近に生息するマダニによって媒介され
るSFTS＊や日本紅斑熱といった感染症が増加傾向にあり、
2019年は過去最高の感染者数に達しました。こうした被
害を少しでも未然に防ぐために虫よけ剤は大切な役割を果
たします。ただ、虫よけ剤の正しい使い方についてはまだ
まだ浸透が足らず、その普及啓発のためにも「虫ケアステー
ション」を広めていこうと考えています。

アース製薬では、東京都オリンピック・パラリンピック
教育推進支援事業に協力し、教育プログラム提供の一環と
して東京都内の小学校に出向いて虫ケア啓発授業と植育教
室を行っています。虫ケア啓発授業では、オリンピック・
パラリンピックと感染症対策との関係性や、虫の正しい知
識と対策を学んでもらうことを目的とし、害虫標本の展示
やグループワークを通して子どもたちに説明しました。

植育教室では、校内の菜園や花壇など子どもたちの身
近な植栽のお世話をすることで、思いやりの心を育み、
ボランティア精神や環境保全意識の醸成につながること
を目的としています。クイズを交えた授業とともに、実
際に、季節の野菜や花などの種の植え付けを指導しなが
ら行いました。

2019年度は、アース製薬が協賛する公益財団法人日本
陸上競技連盟で、選手の練習環境と試合環境の向上のため
に虫ケア啓発を行いました。同連盟より害虫対策の要望
をいただき、関連施設および施設を利用する選手に虫よ
け剤「サラテクト」、液体蚊とり「アースノーマット」などの
虫ケア用品を提供し、同連盟にて贈呈式を執り行いました。
また、施設や海外遠征でのトレーニングにおいて虫の被害を
多く経験している選手や指導者に向けた虫ケア勉強会も開
催し、虫媒介感染症対策の正しい知識と予防の理解を啓発
する機会となりました。今後も選手たちにとって安心して
練習できる環境が整えられるよう、虫ケア用品メーカーと
してサポートし
ていきます。

■ 虫ケアステーション

■ 虫ケアセミナー

■ 東京2020教育プログラム

■ 日本陸上競技連盟への協賛

＊SFTS：Severe Fever with Thrombocytopenia Syndrome（重症熱性血小
板減少症候群）

次代を担う子ど
もたちへの教育
は重要

体験しながら正し
い虫ケアの知識を
理解してもらう

安心して競技に取り組
んでもらうためにセミナー登壇者によるトークセッション

Hot Topics

アース製薬は、事業とかかわりの深い虫ケア・感染症予防をはじめ、
さまざまなCSR活動を推進しています。
今回、2019年度に取り組んだ主な取り組みについて、
ハイライトとしてご紹介します。

正しい商品知識をお知らせするために

ighlights
2019H

7 8アース製薬 CSR 報告書 2020 アース製薬 CSR 報告書 2020



●有用な技術や素材を「誰のために」、「どう使うか」を考える
●お客様の抱える日常生活の課題を常に意識する
●お客様の生活習慣がチェンジするくらいの独創性の追求
●安全は最重要課題
●社会の役に立つ商品を目指す

● 有用な技術や素材は「誰のために」、「どう使うか」で捉える
● お客様自身も気づいていない日常生活の課題や不満を見つけ出す
● 独創的な商品によって、お客様の生活習慣にチェンジをもたらす
● 安心・安全・使いやすい・わかりやすいにこだわる
● 社会の役に立つ商品を生み出し続ける

Sukki-ri! SAKURA 春め
きの香り」を上市、一足早
い春をお届けすることが
できました。また2020
年2月28日にこの商品の
売り上げの一部を財団へ
の協賛金としました｡

研究開発の基本方針

海外での感染症予防事業

国際NGOワールド・ビジョン・ジャパン
https://www.worldvision.jp/children/sdgs.html

＊春めき財団：一般財団法人 春め
き財団は、神奈川県南足柄生ま
れの早咲き桜「春めき」(2000年
品種登録)の普及活動を通じ、視
覚障がい者支援、就農者支援な
どを行っています。

アース製薬が事業展開している東南アジアの子どもたち
に国際NGOワールド・ビジョン・ジャパンのチャイルド・
スポンサーシップを通じて支援しています。

この活動は支援地域の人々が子どもたちの健やかな成長
のために必要な環境を整えていけるよう、水衛生、保健、
栄養の改善、教育機会の拡充、生計向上等を行うもので
す。2016年からは、
ミ ャ ン マ ー、 カ ン
ボジア、ベトナム、
タイの子どもたち
が住む地域の衛生
向上事業も応援し
ています。

お客様と私たちの商品の接点は店頭・現場です。毎年、全
研究員がホームセンターなどの店頭に立ち、あるいは介護施
設や在宅介護のご家庭を訪問し、お客様から生の声をいただ
き、商品リニューアルや新製品開発に生かしています。

アイデア創出の原動力の一つが、定期的に開催されるア
イデア検討会です。仲間のアイデアを否定せず、囃し立て

近年、日本でも経済活動のグローバル化に伴いデング熱
をはじめとする蚊媒介感染症の脅威が増加しています。「ヤ
ブ蚊マダニジェットプロプレミアム」は、一般家庭用のヤブ
蚊スプレーとして初めて「エトフェンプロックス」という成
分を採用しました。この成分は水生生物への影響が比較的
小さく、幼虫の発生源も処理できるため、蚊の成虫対策と
幼虫対策を一度に行うことができます。

また、世界的なウイルス感染症の拡大を受け、感染症対
策をサポートできるような製品開発にも取り組んでいます。

「らくハピ アルコール除菌EX」をはじめ、当社のウイルス対
策製品はすべて外部試験機関でその効果を検証しています。

お客様に安心・安全な製品をお届けするため、製品に使
用するすべての成分について、使用実績や安全性情報を収
集し、確認しています。さらに、使用者（お客様）、使用方法、
使用量、接触部位、接触時間等を考慮したリスク評価を実
施し、さまざまな角度から安全性を審査しています。必要
に応じて、外部の安全性試験を実施し、安全性に最大限配
慮した製品開発を行っています。

アース製薬では、売り上げ1本ごとに
人道支援、子ども支援、動物支援、環
境支援など希望した団体へ寄付をする
ことができる寄付型自動販売機を設置
し、2020年4月より本稼働しました。
「特定非営利活動法人　国境なき医師

団日本」の医療を必要としている人々に
診察と治療の機会を提供するという基
本活動理念に賛同し、社内自動販売機1
本ごとに3円の寄付を行っています。

■ チャイルド・スポンサーシップ

■ お客様の声を拾いに現場へ行く

■ 独創的なアイデアの創出

■ 社会に役立つ製品開発
　 ～感染症の脅威に立ち向かう～

知財に関する基本的な考え方
アース製薬では、研究開発で得られ
た成果を積極的に権利化することで
競争優位性の確保に努めています。
また、自社にとって有益な特許や意
匠といった権利の維持、活用に取り
組んでいます。

■ 安全性に配慮した商品づくり

■ 寄付型自動販売機

「春めき」は3月に開花し､ たくさんの花と甘い香りのする
桜で、見た目だけでなく、香りも楽しめることが特徴です｡

この｢春めき｣ の香りを通じて､ 目の不自由な方にも早
春の雰囲気を届けたいという一般財団法人 春めき財団の
趣旨に賛同し､ 季節限定の消臭芳香剤商品「スッキーリ！ 

■ 「春めき財団＊｣ の活動に協賛

子どもたちの笑顔のためにも

日常の行動で
社会に貢献

お部屋のスッキーリ！
Sukki-ri! SAKURA
春めきの香り

トイレのスッキーリ！
Sukki-ri! SAKURA
春めきの香り

新たな気づきを
得る大切な機会

Hot Topics

NPO／NGOとの協働
アース製薬では、国内外のさまざまなNPO/NGOなどと協働し、
団体の活動支援や地域の課題解決につながる活動を
行っています。

アース製薬の研究開発
アース製薬の研究開発本部では、常に「お客様目線」を念頭に置き、
研究者自身が現場に行って、直接見て、聞いて、知った情報を
ものづくりに生かしています。

2015年～2019年の特許登録件数（5年分）知的財産権保有件数

※2020年7月31日時点 日本のみ ※登録日基準、日本のみ

保有件数

特許 253

意匠 177

登録年度 2015 2016 2017 2018 2019

登録件数 18 23 23 25 23

視野を広げるために

アース製薬のものづくりで
最も重要なことは

「お客様目線」
Earth(Thailand)Co.,Ltd.では、政府機関や現地NGOと協働

し、現地の赤十字、地域の診療所や大学附属病院、動物病院、
動物保護施設などへ虫ケア用品などの寄付を実施しています。

タイ東北部のイサーン地域で大きな洪水被害が発生した際には、
災害地域で発生する感染症から地域の人々を守るため、地域や軍
などの機関へ商品を寄付しました。また、北部での雨季のデング
熱感染症が拡大した際には、蚊媒介感染症を予防する寄付や活動
を展開しました。2019年には18回の活動を実施、これらの活動
を通じ、のべ900万円を超える寄付・商品提供を実施しています。

これからも、地球規模の社会課題となっているデング熱やマラ
リアなどの虫媒介感染症予防のため、人々の命を守る取り組みを
継続していきます。

WHOの デ ン グ 熱 感 染 者 集 計 報 告 に よ る と、
2019年には、東南アジアのマレーシアでは、
13.1万人、フィリピンでは42万人、ベトナムで
は32万人と多数のデング熱ウイルス感染症例が
報告されました。また、同年アメリカ大陸でも
313万人を超えるデング熱感染者が発生し、多く
の人々が重症デング出血熱性ショックにより命を
落としています。
また、デング熱は、ヨーロッパの海外帰国者の発
熱原因として、マラリアに次ぐ2番目に上昇して
います。

WHOデング熱・重症デング熱ファクトシート
https://www.who.int/news-room/fact-sheets/detail/dengue-and-severe-dengue

デング熱を媒介する蚊 Photo courtesy of USDA
るという暗黙のルールがあります。この誰もが恐れず自由
に発言できるストレスフリーな場が、ふとしたひらめきを
思いもよらぬ形へと飛躍させます。近年では、アースグルー
プ間でも研究者同士が交流し、異なる技術を交差させ、ア
イデアを生み出す新たな取り組みも行っています。
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アース製薬は、CSR方針のもと、環境、社会、ガバ
ナンスの3分野を俯瞰し、CSR活動を効果的かつ円滑
に推進していくため、グループ経営統括本部内に「CSR
推進事務局」を設置しています。また、現場でCSRを
推進する「CSRワーキンググループ」を設置し、CSR推

社員のCSR理解促進を目的として、社内でCSR報告
書を読む会やCSR説明会を実施しています。2019年
は本社、赤穂事業所、赤穂・坂越・掛川・徳島工場、
各支店、EMAL会議、新人研修などで22回を超える説
明会を実施し、600名を超える社員が出席しました。

説明会では、CSRの考え方や取り組みの必要性、
CSRに関連した世界の動き、当社が注力すべき取り組
みや現在具体的に取り組んでいる活動報告など幅広く
説明することで、社員一人ひとりがCSR活動について
考え、意識する場としています。

また、説明会後にアンケー
トを実施し、CSRへの理解
度や今後の活動に対する要
望などを募り、さらなる活
動の発展に役立てています。

アンケート実施後のコメント（抜粋）

アース製薬はCSR活動の推進状況および注力すべき
CSR課題を把握するため、バリューチェーン上に取り
組んでいる活動をマッピングしています。注力すべき

バリューチェーンにおけるCSR活動

アース製薬のステークホルダー
アース製薬のCSR

　アース製薬（グループ）は、安全で快適な暮らしの提供を通じた自社と社会のサステナビリティの実現に
向けて、あらゆるステークホルダーの立場や目線を尊重し、積極的に対話を行いながら、全社員が参画して
CSR活動に真摯に取り組みます。

CSR方針

CSR推進体制

CSR活動の浸透

● コンプライアンス委員会
● ISMS＊委員会
● 危機管理委員会

● 内部統制推進委員会
● 環境保全委員会
● 安全衛生委員会

取締役会

代表取締役社長

CSR推進事務局グループ経営統括本部

社内インフラストラクチャー・ガバナンス
研究開発・環境

HR・労務管理・法務・コンプライアンス
社会貢献活動

品質保証・品質管理
お客様対応（お客様相談室）

マーケティング
商品企画 製品廃棄製品使用販売物流生産調達

連携 連携

委員会
グループ
会社

CSR ワーキンググループ

（経営に関わる重要事項の上程）

株主・投資家

地域社会

従業員 従業員

サプライヤー お客様（消費者・お取引先様）

商品企画 製品廃棄製品使用販売物流生産調達

主
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

マイナス面の影響の最小化

プラス面の影響の強化

● 調達先に対するCSRセルフ
  アセスメント実施
● 化学物質の適切管理

● 輸送時のCO2排出量削減・返品率の低減
● 省エネルギー、廃棄量削減・返品コスト抑制

● ダイバーシティの推進
● 働きがいのある職場づくり

● 環境配慮製品の開発
● 天然由来成分の採用

● 生産効率の向上
● 感染症予防に向けた啓発活動
● 製品を通じた口腔ケアへの貢献
● 環境配慮製品の販売

● 適正価格での
  調達

CSR 理解度
よく理解
している

7%
おおむね
理解している

58%

多少
理解している

34%

まだ理解
していない

1%

進事務局とともに、活動計画や目標のモニタリング、
活動内容の社内共有やCSR報告書の作成を行っており、
ステークホルダーの期待を踏まえた適切な情報発信に
取り組んでいます。

●企業存続には利益が必要なので、CSRがただのボランティ
アではなく、社会に貢献できる価値を生み出す活動になれ
ば良い。

●業務にCSRがリンクすることが「見える化」されると社内認
知度は高まると思う。こういった素晴らしい活動をもっと
お客様にも知っていただきたい。

●商品、パッケージにおける取り組みの強化など、CSR活動
を通じ、環境問題で評価される会社になってほしい。

課題については、目的をプラス面の影響の強化とマイ
ナス面の影響の最小化に整理し、目標、取り組み内容、
達成度の確認と活動内容の改善を進めております。

ステークホルダー アース製薬の主な責任 コミュニケーション方法

お客様
（消費者・	 	
 お取引先様）

● お客様の生
い の ち

命と暮らしに寄り添い、製品・サー
ビスを通じて良質で快適な暮らしを提供する
ことに努めます。

● お客様とのコミュニケーションを大切にし、
いただいた声をより良い経営に生かすことに
努めます。

● 公正な取引に関連する法令や社内ルールを遵
守します。

● お客様窓口によるサポート
● 広告宣伝
● ウェブサイトなどによる情報提供
● 営業活動を通じたコミュニケーション

社員とその家族

● アースバリュー「人がすべて」の価値観に基づ
き、社員間のコミュニケーションを大切にし、
社会とともに発展・成長します。

● 社員が働きがいや、やりがいをもって活躍で
きる職場を目指します。

● 社内報・イントラネット
● 各種研修の実施

サプライヤー
● 購買方針に基づき、公正に取引先を決定しま

す。また、取引先の皆様にCSR活動を励行い
ただけるよう、CSR調達を推進します。

● 購買活動を通じたコミュニケーション
● CSRセルフアセスメントの実施

株主・投資家
● 適時・適切な情報開示により、説明責任を果

たし、経営理念やビジョン、計画などの理解
促進を図り、企業価値が適正に評価されるこ
とに努めます。

● 株主総会
● 機関投資家・アナリスト向け決算説明会
● 個別面談
● ウェブサイトなどによる情報提供

地域社会
● 国際社会との共生を目指し、保健衛生の向上、

文化・スポーツの支援などに取り組み、社会
に貢献します。

● 地域清掃活動
● 出張教室の実施
● 各種イベントの開催

＊ISMS：Information Security Management System
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担当 中長期目標
（2020年）

2019年
目標

注
力
す
る
C
S
R
テ
ー
マ

虫ケア用品を通じた
虫媒介感染症撲滅への貢献 講演会などのイベント参加者数［名］ トレード

マーケ
ティング部

− 30,000

オーラルケア用品を通じて
お口の健康への貢献 講演会などのイベント参加者数［名］ 55,000 6,000

季節製品の返品削減 返品率（虫ケア用品）［％］ 営業本部 6.8 7.7

地球温暖化防止の取り組み
工場･オフィスなどのCO₂排出量［t-CO₂］ 環境

管理室
8,100 7,889

物流でのCO₂排出量［t-CO₂/千トンキロ］ 0.131 0.130

働きがいのある
仕事と職場の創出

　
ダイバーシティの

推進

ワークライフ
バランス実現の
取り組み

有休消化率［％］

人事部

78以上 75以上
育児休業取得率［％］ 男女ともに100 男女ともに100
育児休業からの復職率［％］ 男女ともに100 男女ともに100
育児休業復職後12カ月経過時点での定着率［％］ 男女ともに100 男女ともに100
介護休業取得者数および休業からの復職率［名、％］ − −

社員の
エンゲージメント

社員平均勤続年数＊［年］ − −
入社後３年間の離職率［％］ − −

ダイバーシティ
推進の取り組み

社員に占める女性の割合＊［％］ 50 50
社員採用比率（男：女）＊［％］ 50:50 50:50
女性管理職比率＊［％］ 10 7
社員平均年齢*［歳］ − −
高齢者採用数［名］ − −
高齢者再雇用数［名］ − −
障がい者雇用率＊［％］ 2.3 2.3
女性の基本給の、男性の基本給に対する比率 − −

E
S
G

環境

省資源への
取り組み

水使用量［千㎥］

環境
管理室

86.5 86.0

コピー用紙使用量［千枚］ − 4,487

廃棄物削減の
取り組み 廃棄物排出量［t］ 1,630 2,283

化学物質削減の
取り組み PRTR排出量［kg］ 　30kg以下を維持 −

環境マネジメント 環境法規制の違反［件］ − −

社会

お客様とともに
製品およびサービスの安全衛生インパクトに関する違反件数［件］

お客様
相談室

0 0
製品およびサービスの情報とラベリングに関する違反件数［件］ 0 0
マーケティング・コミュニケーションに関する違反件数［件］ 0 0

社員とともに

社員総数［名］

人事部

− −
　男性［名］ − −
　女性［名］ − −
正社員数［名］ − −
　男性［名］ − −
　女性［名］ − −
新卒採用人数［名］ − −
　男性［名］ − −
　女性［名］ − −
中途採用人数（正社員）［名］ − −
　男性［名］ − −
　女性［名］ − −
初任給［円］ − −
1人当たり年間総労働時間［時間］ − −
年間所定労働時間［時間］ − −

労働安全衛生・
社員の健康の
取り組み

労働災害発生件数［件］ 0 0
労働災害度数率［％］ − −
労働災害強度率［％］ − −
メンタルヘルス休職者数［名］ − −

人権への取り組み
人権に関する教育プログラム件数［件］ 1 1
人権に関する研修受講者数［名］ − −

ガバナンス
コンプライアンス

内部通報・相談件数［件］

法務部

− −

従業員のコンプライアンス研修
（および腐敗防止研修）受講者数［名］ − −

コンプライアンス違反件数［件］ 0 0

取締役会
取締役会の開催回数/出席率［回/％］

総務部
出席率100 出席率100

社外取締役員数［名］ − −

2019年
実績

2018年
実績

2017年
実績

2016年
実績

2015年
実績 補足説明

40,000 10,000 263 478 −

13,000 2,000 205 − −

6.9 8.5 8.5 10.5 12.3

7,633 7,789 8,161 6,590 6,264 ・社用車含む　・2 0 1 7年モンダミン新工場の完成、徳島工場の追加(旧アース･
バイオケミカル㈱から移管)　・2019年10月 Act Terraceの追加

0.126 0.132 0.139 0.132 0.135
73 74.3 63.3 − − ・2019年分として付与した日数に対し、2019年中に使用された日数

男性18.2/女性100 男性22.2/女性100 男性11.5/女性100 男性0/女性100 男性3.0/女性100 ・2018/1/1～2018/12/31出生が対象（一部算出方法変更）
男女ともに100 男女ともに100 男女ともに100 男性100/女性88.2 男女ともに100
男女ともに100 男女ともに100 男性100/女性86.7 男女ともに100 男性該当なし/女性90

2名/− 0名 1名/100％復帰 1名/100％復帰 0名 ・期間：2019/1/1～2019/12/31
14.8 14.5 14.5 14.8 13.4 ・2019年12月31日時点
22.2 13.6 30.8 25 3.2 ・新卒採用の3年後の状況、2019年集計結果は2016年4月入社が対象

38 39.1 39.6 40.2 41.7 ・2019年12月31日時点
70:30 67:33 57:43 72:28 67:33 ・期間：2019/1/1～2019/12/31

6.4 5.3 4.9 5.4 4.9 ・2019年12月31日時点
42.9 42.4 42.5 42.2 40.8 ・2019年12月31日時点

1 2 2 2 0 ・期間：2019/1/1～2019/12/31 60歳以上
77 67 63 61 49 ・アースで60歳を迎えた新エルダー、契約社員で12/31時点在籍者 2019年12月31日時点
2.3 2.2 2.2 2.2 1.9 ・2019年12月31日時点

100 − − − − ・2019年新卒採用の入社時にて比較

93.2 81.2 77.6 48.3 42.6 ・本社・工場のみ　・2017年モンダミン新工場の完成、徳島工場の追加(旧アース･
バイオケミカル㈱から移管)　・2019年10月 Act Terraceの追加）

3,955 4,648 4,709 5,418 5,597

2,044 2,341 2,701 3,254 2,774

27.3 34.1 21.3 1.5 1.2 ・燃料を除く　・2 0 1 7年モンダミン新工場の完成、徳島工場の追加(旧アース･
バイオケミカル㈱から移管)

0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 1
0 0 0 0 0

1,265 1,312 − − − ・2019年12月31日時点
783 799 − − −
482 513 − − −
893 932 − − − ・2019年12月31日時点
679 714 − − −
214 218 − − −

30 39 − − −
21 26 − − −

9 13 − − −
26 21 − − − ・期間：2019/4/1～2020/3/31
15 14 − − −
11 7 − − −

210,000 210,000 − − − ・大卒 （修士230,000円） 2019年実績
1,932 − − − −
1,831 − − − −

14 28 18 25 13 ・期間：2019/1/1～2019/12/31
2.6 3.43 2.19 2.73 − ・期間：2019/1/1～2019/12/31

0.04 0.01 0.03 0.01 − ・期間：2019/1/1～2019/12/31
3 1 4 5 5 ・2019年12月31日時点
1 1 1 1 1 ・新入社員研修+その他で実施したもの

30 40 33 28 24 ・上記受講者数
１ 5 3 10未満 10未満 ・スピークアップ、ホットライン、苦情処理合わせて毎年10件未満

70 44 38 32 26 ・毎年新入社員研修で実施。新入社員のほか、中途採用者も受講。

0 0 0 0 1
・コンプライアンス委員会がコンプライアンス違反と認めた件数
・�2015年度の違反件数は、「製品およびサービスの情報とラベリングに関する違反

件数」の内容と同一
12回/99.2% 12回/98.6 15回/95.4 12回/98.8 12回/97.7

2 2 2 1 1

CSRマネジメントデータ

＊取締役、執行役員（2018年3月までは役員待遇）、正社員、継続雇用者（嘱託・継続雇用・新エルダー・再雇用）、契約社員（時給除く）、EMALが対象者。
　役付取締役、監査役、社外役員、時給者（契約社員・パート・アルバイト）、顧問は対象外。
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Terrace

生産部門 物流部門 事務部門

環境保全委員会

代表取締役社長　川端 克宜

海外部門研究開発部門

監査室

（坂越工場内） （坂越工場内）（本社内） （本社内）

環境マネジメントシステム

環境基本方針

環境宣言

アース製薬では、2007年5月に環境マネジメントに
関する全社的な組織を構築し、環境保全の取り組みを
開始しました。

その取り組みを強化、継続するため2009年1月に本
社･工場で環境省策定の環境マネジメントシステム「エ
コアクション21」の認証登録を受け、2010年4月には
国内全事業所に拡大しました。また、2017年7月に当
社の新たな事業所となった徳島工場（旧アース･バイオ
ケミカル（株）から移管）も2019年2月に認証登録が完
了しました。

アース製薬は2007年に環境基本方針を定め、環境に配慮した事業活動を行っています。

私たちアース製薬は「生
いのち

命と暮らしに寄り添い、地球と共生」を
基本理念に、あらゆる事業活動に対し、自ら積極的に

地球環境保全に配慮し、世界の人々の暮らしに貢献します。

このように全社でマネジメントシステムを運用し、
外部機関による審査を受ける
ことで、効果的に取り組み、
活動の定着を図っています。

１．環境保全に関する法規制・取り決め事項・自主基準を遵守する。
２．環境に配慮した製品開発、資材調達、生産、物流、販売を行う。
３．省資源・省エネルギーを推進する。
４．廃棄物の削減とリサイクルを推進する。
５．すべての従業員が環境保全に高い意識を持ち、自ら社会に貢献できるよう教育･啓蒙を行う。
６．地域社会の環境保全に責任ある対応を行う。
７．環境保全に関する情報開示を積極的に行う。

地球と共生するために
アース製薬は、

「生
い の ち

命と暮らしに寄り添い、地球との共生を実現する。」
という経営理念のもと、持続可能な社会の実現に向けて、
環境への取り組みを進めています。

● アースグループ内での連携● 環境教育

● 内部監査

● 法令遵守

アース製薬の主力工場である坂越工場、赤穂工場、
そして研究所（坂越工場内）はいずれも兵庫県赤穂市に
立地しています。赤穂市とは「環境保全協定」を締結し、
排水などの基準の遵守、履行状況の報告、公開を行っ
ています。また「赤穂環境パートナーシップ事業所」に
登録し、赤穂市と協働で、温室効果ガス排出削減など
の環境負荷低減に取り組んでいます。さらに、赤穂市
内の企業、赤穂商工会議所で
構成する「赤穂環境保全協議
会」にも加盟し、会員企業と
連携した環境保全活動も実施
しています。このように地元
の環境保全にも積極的に参画
しながら、地域社会との共生
を図っています。

アースグループ各社が環境保全に取り組む中、グ
ループ間の連携強化も進めています。工場･オフィス
共通の取り組みは取りまとめ担当者などをメンバーと
する「アースグループ事務局会議」、省エネルギーや廃
棄物など工場特有で専門的な内容は実務担当者も参加
する「アースグループ環境会議」を設けて、情報共有と
相互理解を深めながら、具体的な活動をグループ各社
に展開し、相乗効果につなげています。

「環境基本方針」に沿って社員一人ひとりが高い意識
を持って活動できるよう、全社員を対象に環境教育を
実施しています。方針や目標、法規制、環境動向など
基本的なことに加えて、各事業所・部署の責任者、担
当者の役割に応じた教育、そして新入社員向けの教育
も行っています。今後も教育内容を拡充していきます。

本社・工場・支店などを対象に毎年、環境内部監査
を実施しています。監査ではチェックリストに基づき、
取り組みを評価し、さらに相談や意見も受け付けなが
ら、改善につなげています。内部監査の結果、2019
年は法令違反など重大な事案はありませんでしたが、
さらなる活動の推進のため、環境関連掲示物や環境教
育について改善を要請しました。今後一層、監査員の
育成と監査の実効性の向上を図り、環境マネジメント
体制を強化していきます。

事業活動を行う上で対象となる環境関連法規制は数
多くあり、その遵守状況を定期的に評価しています。
2019年も違反や関係当局からの指摘はなく、過去10
年以上ありません。しかし、法令遵守は最低限の義務
であり、常にそれ以上の状態を維持できるよう、社員
教育やリスクの把握とその対策を行っています。

地域社会と連携した環境への取り組み

環境マネジメント体制図

エコアクション21認証・登録証 赤穂環境パートナーシップ事業所登録証
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製品
開発

販売

物流

生産

資材
調達

輸送時のCO2排出量を削減するため、物流の委託会社
と連携して、輸送効率の向上を図っています。積載効率
のアップやモーダルシフトの拡大、
物流拠点の最適化など、今後も、
より効率的な物流に取り組みます。

環境負荷の低減
バリューチェーンを通じた取り組み

アース製薬では、環境負荷の低減や循環型社会の形成に向けて、製品開発、資材調達、生産、物流、販売のバリュー
チェーン全体で、地球温暖化防止、省資源、廃棄物削減、化学物質の削減や適正管理などに取り組んでいます。

トピックス

生産

資材調達

工場では、省エネルギー、廃棄物
削減、節水などの環境活動も、生産
現場のムダを取り除く「カイゼン提案
活動」の一環と認識して、社員一人一
人がさまざまなアイデアや意見を出
し合いながら長年取り組んでいます。
また、薬剤などの化学物質に関しては、
取扱量･製品含有量などの収支管理、
作業者への安全教育、漏えい対策･訓
練など徹底管理の
もと、安心・安全
な製品づくりにつ
なげています。

容器や包装材の減量化などの省資
源化、リサイクル素材の採用など環
境に配慮した原材料の調達を推進し
ています。また、原材料の納入形態
を変更することで省資源化や輸送効
率の向上に取り組んでいます。その
ためにはお取引先様との連携が重要
であり、環境などCSR調達に対する
考え方を理解し
ていただきなが
ら進めています。

製品開発

販売

容器や包装材の減量化、製品のコンパクト
化やロングライフ化、つめかえ製品は、原材
料の省資源化や家庭ごみの削減になると同
時に、輸送段階でも省エネルギーやCO2排
出量の削減につながります。このように製品
のライフサイクル全体の環境負荷を意識し
ながら、3R「リデュース（減量）、リユース（再
使用）、リサイクル（再利用）」の視点で環境
に配慮した製品開発
に取り組んでいます。
また、天然由来成分
や環境負荷が低い素
材を使用した製品も
拡充しています。

社有車にハイブリッド車など低燃費・低排
出ガス車を採用するとともに、営業活動で運
転する際はエコドライブや効率的なルート
選択などの実施により、車両からのCO2排
出量の削減に努めています。また、季節製品
が売れ残ると返品され廃棄物につながるこ
とから、代理店様、小売業様と連携し、適正
な需要予測に基づく
適切な製品導入と売
り場づくりに取り組
んでいます。

ロングライフ化
製品のロングライフ化はお客様の利便性向

上だけでなく、省資源や家庭ごみの削減に
も寄与できると考え、既存の商品も少しでも
長く使えるよう改良を重ねています。ゴキブ
リ用毒餌剤「ブラックキャップ」シリーズは
2019年にリニュー
アルし、効力が従来
の6カ月から1年に進
化しました。

物流

製品の環境負荷低減を意識した製品開発の
一環として、美容・健康食品部門においても、
世界的な課題のフードロス削減へ貢献すべ
く、取り組みを実施しています。原材料、製
造過程を見直すことにより、「プラセンタC
ゼリー」など6製品で賞味期限を18カ月から
25カ月に延長しま
した。今後、他製品
についても賞味期限
の延長に取り組んで
いきます。

賞味期限の延長

プラセンタCゼリー マンゴー
味/アセロラ味、コラーゲンC
ゼリー

カイゼン提案活動
これまでの活動のさらなる推進を図るため、

各部署から若手メンバーで構成されたカイゼ
ン推進プロジェクトを2019年に立ち上げま
した。「便利グッズコンテスト」など、新しい
活動を進め、ONE TEAMのもと、提案数は
前年を超え5,290件（前年比114％）、その効
果金額は2,720万円です。今後も職場改革を
進めていきます。

カイゼン提案発表会の表彰式

2020年より、「バスロマン」の紙缶を
全てFSC®認証紙（適切に管理されてい
ると認められた森林から生産された木
材や、適切な森林資源の使用につなが
るその他の原材料を使用して作られた
紙）に変更しました。今後も、環境に
配慮した責任ある製品をお客様に提供
できるよう、製品開発・原料調達に取
り組んでいきます。
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INPUT OUTPUT
事　業

原材料

包装材投入量
コピー用紙
PRTR対象物質

10,981
16.6
74.6

t

t

t

エネルギー

総エネルギー
電力
重油
灯油
LPG
都市ガス
ガソリン
軽油
蒸気

125,586
9,964
367
1.1
10.7
1.8
310
4.8
415

GJ

千kWh

kL

kL

千m3

千m3

kL

kL

t

水域への排出

排水量 
COD
全窒素
全リン
PRTR対象物質

50.2
0.32
0.09
0.01
0.02

千m3

t

t

t

t

廃棄物など

廃棄物
最終処分量
有価物
PRTR対象物質

2,044
141
934
22.0

t

t

t

t

輸送にともなう環境負荷

CO2

輸送量
5,270
41,859

t-CO2

千トンキロ

大気への排出

CO2

SOx
NOx
ばいじん
PRTR対象物質
オゾン層破壊物質

7,633
0.46
0.82
0.01
0.03
0

t-CO2

t＊1

t＊1

t＊1

t＊1

t

水資源

上水
工業用水
地下水

93.2
0
0

千m3

m3

m3

製品

5,612 千梱＊2

販売

物流

生産

資材調達

製品開発

アース製薬では、事業活動における原材料やエネルギーなどの資源（インプット）とその活動で生じる製品や
環境負荷（アウトプット）を定量的に把握し、適正に管理するとともに、その低減に取り組んでいます。

環境負荷の低減 環境に配慮した製品開発
取り組みの背景

新たな研究開発

アース製薬では、製品のライフサイクル全体での環境負荷低減を意識し
た、3R「リデュース（減量）、リユース（再使用）、リサイクル（再生）」の視点
で製品開発に取り組んでいます。アース製薬のものづくりの源流となる研
究開発部門では、お客様の環境に対す
る意識の高まりを感じ、積極的に環境
対応製品の開発に励んでいます。

研究部では環境対応包材に関するプロジェクトチー
ムを結成し活動しています。日々技術が進歩している
環境対応包材の情報を集め、試作品の評価等を実施し
ています。このチームには、虫ケア、入浴剤、モンダ
ミン、海外製品などさまざまな研究チームのメンバー
が集まっており、活発な意見交換や情報共有を行い、
新たな製品開発に取り組んでいます。

● 3Rの視点での製品づくり

これまでに「アースレッド」の水容器や、「おすだけコバエアース
スプレー」の包装仕様の変更を行うことで、プラスチックの使用
量を削減しました。該当する10アイテムの変更前のプラスチック
使用量に比べると、約66トンのプラスチック使用量を削減して
います。

アース製品の中にはつめかえてボトルを再使用できる製品は
27アイテムあります。その中で「アースガーデン おうちの草コロリ」
では、使いやすさにこだわって「エアホールドパウチ」を採用して
います。アース製薬はつめかえ製品にもこだわりをもって、お客様
の使いやすさを追求した製品づくりを行っています。

「アース虫よけネットEX」は容器に再生プラスチックを使用して
います。再生プラスチックを使用している製品は7アイテムあり、
年間で約500トンを使用しています。また、紙を使用している製品の
うち約85%が再生紙を使用しており、「ごきぶりホイホイ」や「アース
ノーマット取替えボトル」の小函など158アイテムが該当します。

このように、今後も可能な限り環境に配慮した製品開発に努め
ていきます。

リデュース（減量）の視点

リユース（再使用）の視点

リサイクル（再生）の視点

アースガーデン
おうちの草コロリ

アースレッド
水容器

おすだけコバエ
アーススプレー

アースレッド

＊1 社用車を除く
＊2 当社生産品

■集計期間
　2019年1月1日から
　12月31日までの
　実績データ
■対象範囲
　アース製薬株式会社

データ集計方法

1

2

3

アースノーマット
取替えボトル
60日用

ごきぶりホイホイ＋
デコボコシート

アース虫よけ
ネットEX 
160日用

一般社団法人 日本化
学工業協会の第三者
意見書（GHG検証）

また、一つの取り組みとして、海洋プラスチックご
みの問題解決に向けて官民一体で取り組むべく2019年
1月18日に設立されたCLOMA（クリーン・オーシャン・
マテリアル・アライアンス）にも入会し、プラスチック
廃棄物の削減につながる革新的な代替品の導入を図る
ため、業界の垣根を越えた取り組みに参画しています。

つめかえ用
エアホールドパウチ

研究部、環境対応包材プロジェクトチームメンバー
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Social
社会性報告

4.使用3.生産2.製剤評価1.設計

お客様が実際に使用される状況を
想定し、空気中の濃度の測定を独
自に行うことで、適正な成分を適
量使用し、効力と安全性を確保し
た設計を行っています。

何種類にもわたる毒性試験を実施
し、安全性を担保しています。また
薬機法、毒劇法など、いくつもの法
律＊も遵守しています。

設計品質に基づき工程規格の設
定を行います。その規格に対して
試験を行い、合格した製品を出荷
することで安全品質を保証します。

分かりやすい表示や誤使用防止機
能などの製品説明を記載し、安全
への配慮を行っています。ご家庭
におけるお子様の誤使用を防止す
るための機能を設けています。

製品における安全への配慮

お客様相談室

お客様

関連部署と連携

（Collect
Opinions
by

R&E Ex）

EMAL
COREE
システム

営業

お客様

（Tactical Antenna for Consumers’ Opinions）
相談対応支援・相談内容データの蓄積

お客様相談室

TACOシステム

お問い合わせへの
回答・情報のご提供

お問い合わせ
ご指摘など

よ
り
良
い
製
品・サ
ー
ビ
ス
の
提
供

研究 開発 品質
保証

マーケ
ティング 生産 営業 広報

登録・集約／解析・発信

用いただくための取り組みを行っています。
なお、試験データの改ざん防止など、データの完全

性を担保するため、一部の試験機器では、ログイン制限・
パスワード設定を行い、監査証跡機能を利用して一連
のデータの照査等を行うなど、データの信頼性を確保
しています。

試験結果の取り扱いについては、信頼性の向上を目
的として成績書の作成・管理を一連で行うシステム（品
質管理システム）を新たに導入し、一部運用をはじめ

お客様目線の取り組み

品質改善のために

社会と共生するために
アース製薬では、
社会に有用な価値創造を行うCSV経営を行っています。
CSRの推進においても、さまざまなステークホルダーを意識し、
社会課題の解決に取り組みます。

● お客様の声を反映する仕組み
お客様相談室では、製品の改善やお客様の生活向上

に役立てるために、日々窓口に寄せられるたくさん
のご相談やお申し出を社内外に伝えています。その
ツールとして、アース製薬独自のお客様対応システム

「TACOシステム＊1」を構築、店頭で集まるEMAL＊2 経
由の情報も洩れることなく「TACOシステム」に集約で
きるシステム「COREEシステム＊3」も導入しています。
「TACOシステム」に登録・集約されたデータを基に、

関連部署にその情報を解析・発信し、「お客様目線」で
より良い製品・サービスの提供に役立てています。また、
そのデータから、お客様のより良い生活のために役立

原材料については、医薬品・医薬部外品・化粧品・
雑品などの区分けに応じた適切な試験項目と方法に基
づいて評価を行っています。製品については、法令に
基づいた試験項目およびその製品機能に合わせた試験

を実施しており、その中
でもお客様が実際に使用
される状況を想定した試
験項目を設定して評価を
行うなど、安心してご使

安心・安全への取り組み

お客様相談室の取り組み

品質保証

アース製薬では、環境負荷の低減や循環型社会の形成に向けて、製品開発、資材調達、生産、物流、販売のバリュー
チェーン全体で、地球温暖化防止、省資源、廃棄物削減、化学物質の削減や適正管理などに取り組んでいます。

＊薬機法（旧薬事法）、毒物及び劇物取締法、化学物質審査規制法、化学物質排出把握管理促進法、高圧ガス保安法など

お客様相談室は、お客様相談窓口に寄せられるたく
さんのご相談やお申し出の一件一件に対して、「迅速」
に「公正」に「誠意」をもって応じることにより、お客様
のお困りごとを一緒に解決しています。

お客様一人ひとりのお困りごとを解決していきなが
ら、その過程の中で発生する疑問やヒントを社内の関
連部署に伝え、新製品の開発と既存品の品質改善に役
立てるのもお客様相談室の取り組みの一つです。

ました。このような新システムを利用して出荷判定を
行う取り組みもはじめています。

また、お客様相談室に寄せられるご意見・ご要望を
調査して設計部門にフィードバックすることで製品品
質の向上を図っています。

さらに、品質を維持するため、自社工場については、
社内外の品質監査をはじめ、ＱＣ（品質管理）勉強会や

＊１ Tactical Antenna for Consumers’ Opinionsの略で、昆虫の触角機能
のような敏感さで、お客様の声を蓄積し製品戦略に生かしたいという意
味で名づけました。

＊２ EMAL：アース・マーチャンダイジング・アクション・レディー
＊３ Collect Opinions by R&E Exの略で、R&E部(Retail&EMAL部)が聞い

たお客様のご意見を集めたいという意味のシステムです。

つ情報をさまざまなメディアを通じてお知らせします。
お伝えする情報には普遍的なものもあれば、社会の

変化に寄り添うべきものもあります。お寄せいただい
た情報をもとに、昆虫の触角のように敏感に反応し、
対応していきます。

お客様の声をもとにした製品

コロナウイルスに効きますか？ アルコールが入っていないものはありますか？

世界的に新型コロナウイルスが感染拡大しており、新型コロナ
ウイルスへの効果への問い合わせを2020年1月より多数頂戴しま
した。4月に「らくハピ アルコール除菌EX」に同系統のコロナウイ
ルスに効果があることを確認し、さ
らに6月に同効果を確認した「アレル
ブロック 部屋まるごと ウイルス・
菌 一発クリア」「アレルブロック 
集中根こそぎ ウイルス・菌 クリア
ジェット」を発売しました。

「アルコールが入っていると肌にしみる」「敏感肌なのでアルコー
ルが入っていないものはありますか？」と多くのご意見を頂戴
し、アルコールフリーで無添
加の「はじめてのサラテクト
Premium 0」シリーズを発売
しました。

品質監査報告会などを通し工場と品質保証部門が連携
することで、品質向上への取り組みを強化しています。

海外を含めた生産委託先については、定期的に品質
監査を実施しており、品質改善を図ることでより緊密
な協力体制・信頼関係を築き、お客様目線に基づいた
品質確保の考えを共有化して、ものづくりに生かして
います。

「お客様目線」でのものづくり

ごきぶりホイホイ組み立て試験
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社員とともに
アース製薬の人材について 

多様な人材の活用
働く環境の整備

健康経営の取り組み

働き方改革の取り組み

安全衛生への取り組み

アース製薬は「アースバリュー」で「全員参画、コミュ
ニケーション、人がすべて」の3つを唱えているように
人材を中心に考えています。価値観の多様化、テクノ
ロジーの進展、日本国内の人口構造の変化、グローバ
リゼーションなど、当社を取り巻く環境が激変してい
る中、私たちの存在意義は新たな価値を生み出してい
くことだと考えます。そのためには、社員一人ひとり
が目標を「見える化」し、向上心を持って業務に取り組
むことが必要と考えています。

これらを実現するため、採用、異動により人材を適
材適所に配置し、頑張った社員が報われる評価・人事
制度を整備することにより、社員のやりがいを引き出
します。また、OJTを含む研修制度の構築により、社
員それぞれの能力の強化に取り組んでいます。

「人がすべて」という社員共通の価値観のもと、働く
仲間の人権と多様性、個人の持つ能力や経験を尊重し、
お互いを認め合い、助け合い、鍛え合っていき、働き
がいのある職場づくりを推進しています。多様性には、
出身地、文化、年齢、経験、好み、性的指向などの違
いのほか、それぞれのライフステージの違いも含んだ
ものと捉えています。近年は、アジア圏の人材を中心
に採用を行うことや、海外現地法人社員をグローバル
パートナー（技能実習生）として受け入れ、人材交流を
行っています。

仕事は、暮らしを支え、生きがいや喜びをもたらす
ため、一人ひとりがやりがいを感じながら働き、同時
に暮らしを充実させることを目指すべきものだと考え
ています。アース製薬では、仕事と子育て、介護との
両立をする社員が必要な時期に両立を図ることができ
るよう制度を整えています。介護理由での離職を防ぐ
ために、2019年に休職期間を366日へ拡大し、積立
有給休暇や、ジョブリターン制度を新設、2020年に
は休職中の所得補償のための団体保険に加入し、介護
のための制度をより一層充実させました。また、心身
の疲労から健康を害さないよう、メンタルヘルス対策
として、ストレスチェックの実施、健康管理システム
の導入、産業医（精神科医）による面談が受けられる体
制を整えています。

2019年にトップメッセージとして「アース健康宣言」
を行い、責任者に担当役員を置く「健康経営推進チーム」
を組織しました。また、人事部内に「ヘルスケアチーム」
を置き、社員の健康管理をフォローしています。この
両チームで健診結果を産業医や保健師とともに分析す
る「データヘルス」、大塚製薬健康保険組合と連携し具
体的な施策に取り組む

「コラボヘルス」を一層
強化し、社員とその家
族の心身の健康増進に
これからも取り組んで
いきます。

2017年から月1回で開始したノー残業デーは、
2018年から週1回へと回数を増やし、継続して実施
しています。そして、2019年には在宅勤務制度を、
トライアル実施による検証を経て正式に導入、さら
に時差勤務制度についても、トライアル実施を経て、
2020年1月より導入し、東京2020オリンピックのた
めの東京都時差Bizの取り組みにも参加しました。また、
業務効率を一層向上させるために、申請書類の電子化
にも取り組んでいます。このように、より働きやすい
勤務体系の実現を図るとともに、仕事の効率化と会社
運営における生産性の向上を推進していきます。

健全で安全な職場環境を実現するため、次のような
委員会や部会を設置し、活動を実施しています。

新たに社会人となる新入社員に対しビジネスマナー
はもちろんのこと、製品講義、営業研修、製造実習な
ど、ものづくりに携わる一連の業務をすべて経験でき
るカリキュラムを用意しています。知識の習得はもち
ろんのこと、この研修を通じ
て「働くとはどういうことな
のか」「何のために仕事をす
るのか」「どうなりたいのか」
を考えるきっかけとしても
らいます。

全階層に対応できるような設計を検討し、部長層に
対しては「リーダーシップ」、課長層に対しては「コミュ
ニケーション」と「コーチング」の研修を実施していま
す。部長層および課長層については外部講師を招いて
実施しています。これらの外部研修の翌日には社内で
役員および所属長より管理者に求められる知識や能力
を強化する研修を実施します。さらに係長研修を新た
に加え、若手社員の面倒を見られる人材を育成します。

若手社員に対しては営業職や赤穂勤務者など一部の
社員にフォーカスした研修も実施しています。プレゼ
ン発表などの社内研修やパソ
コンのスキルアップを目指し
た外部研修を実施しています。
赤穂事業所では職種間の交流
をしながら調整力を学ぶ外部
研修を実施しました。

工場、研究所などのバリアフリー化および障がいの
ある人が使用できる機器を導入し、誰もが働きやすい
職場環境をつくることにより、得意な分野において能
力を最大限に発揮できるようにしています。赤穂市に
所在する坂越工場・赤穂工場では、地元の障がい者施
設へ製造業務の一部を委託する

「施設外就労」を実施し、障がい
のある方たちの「働きたい」を支
援しています。また、就労場所
の少ない地域に雇用機会を創設
するという地方再生の観点から
宮崎県に農園を借り、そこで障
がいのある方に働く場所を提供

産学の連携、また、グローバルで活躍する人材育
成の協力として、近畿大学、帝京大学の学生がEar th 
Corporation Vietnamを訪問し、ホーチミン市立技
術師範大学の学生と共同で「ごきぶりホイホイ」のシェ
ア拡大と市場開拓というミッションに挑みました。販
売戦略の立案やベトナム・ホーチミン市での市場調査、
アンケート調査を実施し、帰国後は、学生自らが考え
た販売戦略を社長へ発表していただきました。今後も
世界へ羽ばたく学生を応援する機会や海外での弊社の
取り組みを知ってもらうべく、さまざまな活動を続け
ていきます。

● ダイバーシティの推進
● ワークライフバランスの推進

● 新入社員研修

● 階層別研修

● 障がい者雇用の推進

● 海外インターンシップ：ベトナムにおける
　 「ごきぶりホイホイ」のマーケティング戦略

赤穂工場にて アース製薬の介護休職制度のイメージ

新入社員研修

しています。なお、アース製薬における障がい者雇用
率は2.3%と法定雇用率を遵守しています。

雇用保険からの
介護休業給付

通
常
勤
務

年
次
有
給
休
暇

積
立
有
給
休
暇

通
常
勤
務（
復
職
）

通算93日 最大273日

介護休業補償特約
（介護休業給付のような給付）
※雇用保険と同程度の補償

アース独自の制度

介護休職制度（※通算366日）
社会保険料の個人負担分は会社が負担

退職の場合、ジョブリターン制度申請可能
ノー残業デーポスター 時差POP利用例

○安全衛生委員会および
衛生委員会

○安全衛生部会

○安全運転管理活動
○コンプライアンス委員会

（内部通報窓口含む）

赤穂若手社員研修

人材育成

管理職研修

中堅社員研修

若手社員研修

新入社員研修

階層別研修

英会話研修

PCスキル研修

ダイバーシティ研修

ハラスメント研修

目的別研修

当社は人々の健康と快適な生活の実現に真摯に向き合
い、高品質な製品を提供することで、社会とともに成長
を遂げてきました。アースグループがこの先も社員とそ
の家族にとって良い会社であるために、そして社会に必
要とされる会社であるために、一人ひとりが心身共に健
康であるという認識のもと、皆が明るく活き活きと働く
ことができるよう、全ての社員の健康の維持・増進に組
織全体で取り組むことを宣言します。

アース健康宣言

代表取締役社長　アースグループCEO 川端 克宜

ストレッチセミナーを全国中継で開催
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アース製薬は、全てのお取引先様に対し公正・公平で倫理的な関係を保ちながら、人権・安全衛生・環境に配慮
した購買を行います。

アース製薬は、お取引先様との信頼に基づいたパートナーシップを構築し、相互で持続的に成長しながら、社会
との共生を目指します。

お取引先様にアース製薬の調達方針およびCSR調達ガイドラインを理解いただき、アース製薬とともにその内容を
実践させていくため、次の活動を進めています。

お取引先様自身のCSR取り組み状況の再認識と継続的な向上のために、CSRセルフ・アセスメント質問表への回答
を依頼しています。この活動は2017年より実施し、現在では、お取引先様195社中168社の原材料メーカー・生産
委託先から回答を得ています。

これらのご協力をいただいたCSRセルフ・アセスメント質問表の回答・集計結果を基に、個別面談などでお取引先
様と結果を共有し、取り組みが弱い部分（特にサプライチェーン関連）の改善やさらなる向上に努めています。今後
も新規のお取引先様へ実施するととも
に、この活動を継続していきます。

また、新たに当社内においてのお取
引先様への評価を調査しました。この
結果を分析するとともに、CSRセルフ・
アセスメント質問表の回答・集計結果
と合わせ、お取り引きいただくお取引
先様と、調達方針に沿ったCSR調達ガ
イドラインの徹底と見直すべき課題を
話し合っていきます。

「Re-Style＊」の活動に賛同 レジリエンスジャパン推進協議会への参画

調達方針

お取引先様への周知活動

アース製薬と(株)バスクリンは2019年より環境省が
運営する循環型社会のライフスタイル「Re-Style」活動
に賛同し、この活動に参加しています。

循環型社会の構築と実現を目指し、廃棄物削減や
つめかえ製品の開発、販売促進、資材調達などバ
リューチェーンを通した
3R(「リデュース(減量)」

「リユース(再使用)」「リ
サイクル(再利用)」)の取
り組みを推進していき
ます。

アース製薬は、今後起こり得る大規模災害などに対
して、人命を守り、国家および社会の重要な機能が致
命的な障害を受けず、国民の財産および公共施設の被
害を最小化し、迅速な復旧・復興を可能とする、強く
てしなやかな国をつくるという、一般社団法人レジリ
エンスジャパン推進協議会の趣旨に賛同し、災害時に
おける事業継続マネジメントに取り組むほか、大規模
災害時には被災地へ虫媒介感染症予防や口腔衛生に関
連する製品を支援物資として
提供するとともに、研究と生
産の拠点のある兵庫県赤穂市
と災害時避難場所指定と輸送
力協定を締結しました。これ
らの活動が認められ、国土強
靭化団体認証（レジリエンス認
証）を取得しました。

アース製薬は、海外から多くの人が訪れ、国際的マ
スギャザリングとなる東京オリンピック・パラリン
ピックイヤーを感染症対策の重要年度と位置づけてい
る「STOP感染症2020戦略会議」の活動趣旨に賛同し、
虫媒介感染症対策ワーキンググループに参画してい
ます。

感染症を未然に防ぐためのさまざまな方策やソ
リューションを、政府をはじめ自治体、医療関係者、
介護福祉スタッフ、保険関係者の方々に提言するとと
もに一般市民の方々にも感染症拡大を防ぐための正し
い情報を幅広く伝えていくことを目標としています。
また、専門家によるソリューション提言を行う「STOP
感染症2020戦略会議」を通して、日常においても災害
時においても感染症による被害が少しでも少なくなる
ことを目指しています。

環境省主催の「Re-Style Fes! 2019」がイオンスタイ
ル幕張新都心店で開催され、アース製薬と(株)バスク
リンは、パートナー企業として参加し、それぞれ環境
配慮型商品のブースを出展しました。

また、開会式には川端社長が出席し環境負荷低減に向
けた活動と3R視点での商品開発を発表しました。

● 限りある資源を未来につなぐ
 Re-Styleパートナー企業認定に調印

● レジリエンスジャパン推進協議会

● 「STOP感染症2020戦略会議」への参画

● Re-Style Fes! 2019 出展

調達における取り組み

○購買：法令・規範遵守	 	
　私たちは、国内外の法令・国際的条約や社会規範を遵守し、企業倫理に基づいた購買を行います。
○購買：製品の安全性・品質	 	
　私たちは、製品の安全性と品質を確保するため、要求品質を満たす原材料の購買を行います。
○購買：公正取引	 	
　私たちは、全てのお取引先様に対して公平に窓口を開き、公正な購買を行います。
○情報セキュリティ	 	
　私たちは、調達活動に関わる秘密情報・個人情報を厳格に管理します。
○CSRへの取り組み	 	
　私たちは、お取引先様とともに、人権擁護・労働安全衛生・環境保全への取り組みを推進します。
○得意先との信頼関係	 	
　私たちは、お取引先様との信頼関係を構築し、相互の成長を目指した持続可能な取り組みを行います。

項目
得点率分布

A（100～80点） B（60～79点） C（40～59点） D（20～39点） E（0～19点）
コーポレートガバナンス 53% 23% 11% 12% 1%

人権 40% 24% 15% 21% 0%
労働 64% 21% 10% 5% 0%
環境 60% 18% 9% 13% 0%

公正な企業活動 56% 21% 13% 10% 0%
品質・安全性 77% 12% 7% 4% 0%
情報セキュリティ 62% 25% 8% 5% 0%
サプライチェーン 38% 27% 15% 20% 0%

地域社会 55% 21% 12% 12% 0%

社外との協働

＊「Re-Style」は、「3R」を取入れた
循環型社会のライフスタイルを
表す言葉として環境省が提唱。
その活動や取り組みの普及・浸
透のための情報を発信する環境
省ウェブサイトの名称としても
使用。

企業の立場からさまざまな感染症予防の提言に参画

Re-Styleは「限りある資源を未来につなぐ。今、僕らに
できること。」をキーメッセージとして、３Rの取り組みを
皆様の暮らしに取り入れてもらうよう提唱したものです。

資源を有効的に繰り返し使う社会、「循環型社会」の実現
を目指し、ステークホルダーであるパートナー企業の皆様、
全ての人々とともに着実に歩みを進めてまいります。

環境省環境再生・資源循環局総務課
循環型社会推進室長 平尾 禎秀

アース製薬は、「生
い の ち

命と暮らしに寄り添い、地球との共生を実現する。」という経営理念を掲げ、これを実現するこ
と自体がCSR（企業の社会的責任）への実践であると考えています。その中において調達活動は、まさに地球との共
生なくしては成り立たないものであり、その実現のためには、社会全体の持続可能な発展に貢献することを目的と
したCSR調達への取り組みを、お取引先様とともに推進していく必要があると考えています。

2017年にアースCSR調達ガイドラインを掲げてCSR調達に取り組んできましたが、CSRに関する近年の動向や国際
社会の要請などに鑑み、2020年8月に同ガイドラインを改定しました。

CSRセルフ・アセスメント質問表 集計結果

アースCSR調達ガイドライン
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社会貢献活動方針

赤穂市内に工場を持つアース製薬は、官民が連携す
る防火防災活動イベントへ積極的に参加・協力してい
ます。「赤穂市防災フェスタ」は行政が主催する市民へ
の防火防災意識向上のためのイベントで、当社は虫媒
介感染症予防についてブースを出展し、虫媒介感染症
予防への啓発活動を行っています。また海に面した坂
越工場では津波や台風での防災対策として防潮堤が設
置されており、この防潮堤の開閉訓練・設備点検は、
毎年、兵庫県・赤穂市・地域自治体と協同で実施して
います。防潮堤を開閉するための鍵や治具は当社に設
置管理しており、有事において速やかに防潮堤の開閉
対応ができるよう協力体制を構築しています。

わたしたちは「生
い の ち

命と暮らしに寄り添い、地球との共生を実現する。」を経営理念に、事業を通じて世界の人々に生
活の質の向上を提案するとともに、社会貢献活動を積極的に推進し、健康で豊かな社会の実現を目指します。

2019年6月、日本科学未来館にて日本初の「蚊学入
門」イベントが開催されました。本イベントは、蚊を
感染症の媒介生物としてばかりでなく､ 蚊から派生す
る多面的な世界を「蚊学」と捉え、産学官の専門家のみ
ならず広く一般の人々の関心や興味を深める取り組み
です。世界的にも蚊が媒介する感染症は今も多発し、蚊
と人間のかかわりを知ることは重要です。アース製薬は、
将来の蚊対策､ 感染症対策のイノベーションにつなげ
るという主旨に賛同し、「学ぶ」、「遊ぶ」、「闘う」、「探
る」の4つのコーナーで『蚊学』の理解･発展に協力しま
した。

アース製薬は、千代田区内の小学校への出前授業(害
虫対策)や共同清掃活動、介護施設でのボランティア
活動を行っています。2020年３月、自治体との安心・
安全で健康な地域づくりを官民連携で推進することを
目的に千代田区と連携協定を締結しました。高齢者や

アース製薬は、年に2回「千代田区一斉清掃」で千代
田小学校と協働し地域の清掃を実施しています。その
ような地域清掃や出前授業などで交流がある千代田小
学校二年生の児童を会社見学に招待しました。生活科
学習の一環で見学に参加した小学生は、アース製薬の
工場のある兵庫県赤穂市とWeb会議でつなぎ、大き
なスクリーンにうつる社員と対話したり、オフィス内
を回りながら「どうしてアース製薬という名前なので
すか？」など真剣な表情で質問をしたりと、社員の回
答を熱心にメモしていました。この見学の様子は、後日、
小学校の授業で発表されました。

2 0 1 2年より日本女子プロゴルフツアー「アース・
モンダミンカップ」を主催しています。2 0 2 0年は、
コロナ禍でさまざまなイベントやプロスポーツ大会
が中止となる中、「アース・モンダミンカップ」を開
催することで、少しでも明るい話題を提供したい、
スポーツの力で日本を元気にしたいという思いのも
と、開催しました。

アース製薬は、ゴルフ界の発展のため、社会貢献
のために、今後もより良い大会の実現を目指し、「記
憶に残る、心に残る、歴史に残る」大会を開催してい
きます。

2016年からNPO法人エコキャップ推進委員会が実
施する「エコキャップ運動」に参加しています。この
活動は提供されたペットボトルキャップを再生プラ
スチック原料として換金し、医療支援や障がい者支
援、子どもたちへの環境教育等、さまざまな社会貢献
活動にあてられています。当社からの提供累計個数は
108,902個（2020年4月15日現在）であり、今後もエコ
キャップ運動を続けていきます。

● 赤穂における官民連携の防火防災活動

● Japan Mosquito Festival:
 「ぶ～ん蚊祭-もっと知ろう蚊の世界」

● 東京都千代田区と区民の健康な暮らしを守る
 連携協定を締結

● 地域の小学生との交流

● アース・モンダミンカップ

● エコキャップ運動

地域との共生

○アースグループの得意とする「生活」「衛生」を中心とした活動を通して、社会に貢献します。
○豊かなライフスタイルの実現に向けて、「スポーツ」「文化」「社会福祉」などの活動を支援します。
○社員一人ひとりが、自ら社会貢献活動に取り組む環境づくりを進めます。

大きな蚊の
オブジェ

赤穂市
防災フェスタ

中央左:千代田区長、中央右:川端克宜代表取締役社長

合同清掃

会社見学

ヒトスジシマカの
成虫･幼虫の観察

防潮堤の
開閉訓練・点検

子どもへの口腔ケア啓発、夏に向けた虫媒介感染症や
熱中症対策、災害時の協力、東京2020オリンピック・
パラリンピック競技大会に向けた取り組みなど、互い
の強みを活かしながら正しい知識を発信し、地元企業
として地域住民の健康増進に寄与していきます。

5年ぶりのツアー
優勝を果たした
渡邉 彩香プロ

集まった
ペットボトルキャップ

プレーオフで移動する
マスク姿の選手たち
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Governance
ガバナンス

＊1 コーポレートガバナンス・ガイドライン：
　　https://corp.earth.jp/jp/company/governance/pdf/guideline.pdf

コーポレートガバナンス

リスクマネジメント

信頼を得るために
株主・投資家、社員をはじめ、
あらゆるステークホルダーから信頼され、
持続可能な経営を推進するために、透明性を持ったガバナンス、
リスクマネジメントを行います。

● 取締役会の実効性の向上に関する取り組み

アース製薬は、国内グループ会社も参加した危機管
理委員会を年3回開催し、経営危機につながるリスクを
未然に防止するための活動をグループ全体で行ってい
ます。

また、当社では「危機管理マニュアル」「BCP＊1マニュア
ル」を策定し、社員への危機意識の浸透を促しています。

現在は策定した事業継続計画（BCP）を機能させるた
めのマネジメント（BCM＊2）に注力しています。2018
年には、内閣官房国土強靭化推進室が策定した「国土強
靭化貢献団体の認証に関するガイドライン」に基づく、
レジリエンス認証を2018年に取得し、2020年に更新
しました。この認証をもとに、本社や研究所、工場な
どで災害発生時の対策に取り組んでいます。

新型コロナウイルスの流行を受け、全社員テレワー
ク導入と並行し、体温測定や体調管理を行い、出社社
員にはマスク装着を義務づけました。また、社内の
環境消毒をBCP対策の一環として実施しました。主
に衛生委員と出社した社員が、環境衛生除菌消臭剤

「BACT-O（バクト）」を使用してドアノブやコピー機、
オフィス内の共有スペースの消毒を行いました。

アース製薬は、情報システム部にてISMS統括管理を
実施し、「情報セキュリティ基本方針」を制定、情報セキュ
リティの重要性を周知しています。また、社員に対して
は情報漏えいなどの事故につながるリスクを防止するた
めに情報セキュリティ教育を定期的に実施しています。
毎年、情報セキュリティ管理者、担当者の約100名のメ
ンバーとともに各部署にて研修を開催、個人アンケート
と情報資産台帳よりリスクアセスメントを実施していま
す。また、第三者の審査を受けてISO/IEC27001（情報
セキュリティマネジメントシステム）
の認証を継続取得しています。ISMS
委員会では、年間計画の策定、マニュ
アルの改訂、第三者外部監査機関の
審査後評価をもとに改善策を話し合
い、新人研修にて、ISMSやスマート
デバイスのマニュアルをもとに情報
セキュリティの注意点に関する教育
を継続的に実施しています。

経営環境の変化に機動的に対応し、迅速な意思決定と
経営における役割と責任の明確化を図るため、取締役の
定員数を10名以下（現在は8名）、取締役の任期を1年と
しているほか、執行役員制度を導入しています。また、
監視・監督体制における多様性確保に向けて、外国籍の
社外取締役および女性の社外監査役を選任しています。

年に一度実施する取締役および監査役による取締役会

基本的な考え方

業務の適正を確保する仕組みの強化

危機管理の取り組み

情報セキュリティの取り組み

アース製薬は、経営理念「生
い の ち

命と暮らしに寄り添い、
地球との共生を実現する。」に基づき、お客様にとって
価値ある製品・サービスの提供によって市場の創造・
活性化を図るため、迅速な経営の意思決定、業務執行
の監視・監督、コンプライアンスの徹底、適時・適切
な情報開示などを行い、各ステークホルダーから価値
ある企業として信頼を得ることに努めています。

アース製薬では、会社法および会社法施行規則に基づき、
当社グループの業務の適正を確保するための体制を整備
し、その基本方針＊2をウェブサイトにて公開しています。

また、金融商品取引法に準拠した「内部統制報告制度
（J-SOX）」に対応するため、内部統制推進委員会を組織
し運営しています。

の実効性評価では、さらなる実効性の向上に向けて課題
抽出および解決に取り組んでいます。評価の概要につい
ては、ウェブサイトにて公開しています。

こうした一連の取り組みにより、コーポレートガバナ
ンスの充実を図っています。

なお、当社はコーポレートガバナンス・ガイドライン＊1

を制定し、その内容をウェブサイトにて公開しています。

内部統制推進委員会では、評価対象とする業務プロセ
スおよび範囲を選定し、当プロセスを分析した上で財務
報告の信頼性に重要な影響を及ぼす統制上の要点を識別
しており、その要点についての整備および運用状況を評
価することで、内部統制の有効性に関する評価を行って
います。

2019年は評価の結果、当社の財務報告に関わる内部統

制は有効であると判断し、2020年3月に有価証券報告書
とともに内部統制報告書を内閣総理大臣に提出しました。

なお、内部統制システムの整備に当たっては、関係法
令の制定・改訂の動向にも対応し、継続的な改善を行っ
ています。
＊2 内部統制システムの基本方針：
　　https://corp.earth.jp/jp/company/governance/pdf/ics_policy.pdf

アース製薬は、2019年に外国籍の社
外取締役、女性の社外監査役を選任し、
ガバナンス体制におけるダイバーシティ
対応を実現しました。取締役会の参加者
にも一層の緊張感が生まれ、より意見が
多様化し、議論が活発化したように感じ
ています。

年1回の取締役会実効性評価では、独
立した第三者の視点から客観的な意見を
出しますが、株主・投資家をはじめとす
るステークホルダーの利益創出につなが

る会議体となっているか検証し、コーポ
レートガバナンス・コードの求めに近づ
ける取り組みの実践は、今後も継続して
いただきたいです。

アース製薬は現在、経営推進のための
指針の一つをCSVとしています。CSV
は事業活動による社会価値創出が、生活
者、社会の役に立ち、かつ企業としての
利益につながることであり、この考えの
もと感染症関連・高齢者介護分野でのビ
ジネスモデルを構築している最中ですが、
CSVの実現性を高めるには、ビジネスに
最前線で携わる従業員の理解浸透が重要
で、経営課題として議論する必要もある
と考えます。CSR活動の一環として取り
組んだ「アースCSR調達ガイドライン」の
整備は、公正な取り引きの確保によるバ グループ海外現地法人委員会

危機管理
第3部会

危機管理
第2部会

危機管理
第1部会専門部会BCM

委員会

危機管理委員会

経営会議

取締役会

事務局

リスク管理体制図

リューチェーンの安定化につながる重要
なポイントだったと思います。

事業を通じた社会課題解決は、アース
製薬が実行するSDGsへの取り組みに直
結するものであり、その意味では、新型
コロナウイルスによる困難な状況下で、
安全性を担保するための最善のリスクマ
ネジメントを行った上で開催した「アース・
モンダミンカップ」は、スポーツ支援の枠
を超え、先の事業活動に活かせるものと
して、その英断を大いに評価したいです。

アース製薬は、常に環境の変化を意識し、
適切に対応するという企業文化を持って
いるように感じます。今後も社外取締役
として、アース製薬の企業文化を尊重し、
新しい経営推進のために貢献していきた
いと考えます。

＊1 BCP：Business Continuity Plan
＊2 BCM：Business Continuity Management

アース製薬並びにアース製薬社員は、さまざまな経営危
機事象発生に伴う「社員の安全」｢社会からの信用失墜」「経
済的損失」が、経営に重大な支障をきたす可能性を十分に
認識し、経営危機事象を未然に防止するために、組織的・
体系的な対策を実践します。

また、万が一危機が現実化してしまった場合でも、被害
を最小限に留め、当事者・関係者が迅速に判断し行動でき
るようにするための原則・行動規範として「危機管理基本
規程」を明確化・共有化して、対策をここに講じます。

危機管理基本方針

①人命の安全確保を最優先します。
②企業資産の保全を図ります。
③ステークホルダーへの損害を最小限に留め、なおかつ社
会的信用を守って企業を存続させるため、事業継続マネジ
メントを実行します。

危機管理行動指針

社外取締役
田村 秀行

Message
社外取締役
メッセージ
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上司 法務部

社員

コンプライアンス委員会

スピークアップライン

匿名
報告可

電子メール、手紙
実名で

社
外
窓
口

社
内
窓
口

一般
的
な
流
れ

通報受付会社

報告

報告

スピークアップライン体制

コンプライアンス体制

内部通報制度概要

評価できること

外部（お取引先様等）通報窓口

アース製薬行動指針及び行動指針解説書

アース製薬は、高い倫理観を持ち、法令などを遵守
するため、当社における行動指針を冊子にまとめて解
説した「アース製薬行動指針及び行動指針解説書」を役
員・社員（契約社員・派遣社員・パートタイム社員を
含む）全員に対して配付するとともに、社内イントラ
ネットに掲示して会社が重きを置いていることを周知
しています。

また、法務部門を担当する取締役を委員長として、
組織横断的なコンプライアンス委員会を設置し、コン
プライアンス上の課題や情報を共有し、全社的に活動
を推進しています。2019年度は委員会を４度開催し
ました。コンプライアンス委員会では毎月２回、第一
法規出版発行のコンプライアンス関連の情報誌「こん
ぷらサポート便」を社内イントラネットに掲示し、また、
他社のコンプライアンス違反事件などの報道後にはコ
ンプライアンス委員会が作成する「コンプラメモ」を掲
示して違反の原因と対策を示し、コンプライアンス意
識の向上に努めています。「コンプラメモ」は概ね年５
回ほど掲示しています。

コンプライアンス委員会では、「コンプライアンス
意識調査アンケート」の実施などにより、社内でのコ
ンプライアンス関連情報の適時適切な集約に努めてお
り、社内研修の受講部署選定、研修内容の立案、実施
時期の判断にそれら集約された情報を反映させ、研修
の実効性を高めています。

アース製薬は、内部通報窓口として「スピークアッ
プライン」を社内と社外の2カ所に設置し、業務に関わ
る問い合わせやルール違反の恐れがあることをコンプ
ライアンス委員会に通報できる体制をとっています。
社外窓口への通報は匿名でも可能です。退職後１年以
内の方も利用できます。また、問い合わせや報告をし
た人が、社内で不利益な処分を受けることがないよう
に保護します。この保護は継続的に実施し、コンプラ
イアンス委員会が監視します。2019年度の通報件数
は1件ありました。

このほかにも、契約社員用の「ホットライン」や本社・
支店・工場において苦情処理委員を任命し、育児やハ
ラスメントなどの相談に応じる体制をとっています。

ガバナンス機能を強化するため、お取引先様の方々
から法令および企業倫理（アース製薬行動指針、グロー
バル行動指針）遵守に関する問い合わせ・通報を、お
寄せいただく受付窓口「お取引先専用ホットライン」を
設置しています。

アース製薬行動指針は、アース製薬の役員・社員一
人ひとりが、企業倫理に則った公正な判断をするため
の尺度を示したものであり、それを実践するためのも
のです。お客様、社会、市場、株主、働く仲間を５つ
のテーマとし、それぞれ、「お客様」に対しては、良質
で役に立つ製品・サービスを提供することで、常に信
頼されるブランドであり続けること、「社会」に対して
は、ルールを遵守し、常に公正で誠意ある行動を心が
けること、「市場」に対しては、自由な競争を妨げるこ
となく、良質な製品を提供すること、「株主」に対して
は正確な情報を迅速に開示するとともに、会社の資産
を不正な目的に使用しないこと、「働く仲間」に対して
はコミュニケーションを大事にし、全員参画で社会と
ともに発展し成長することを定めています。また、行
動指針解説書においては、行動指針を実践するための
遵守すべき法令や事例を記載しています。行動指針を

コンプライアンス

受け取った時には、役員・社員は誓約書に署名し、コ
ンプライアンス委員会に提出します。なお、本指針の
改廃は取締役会の承認を得るものとしています。

海外子会社については、アース製薬行動指針をもと
に作成された「アースグループグローバル行動指針」を
通して、現地子会社の自律性や現地の法令に配慮しな
がら、グループの普遍的経営理念や行動規範の浸透を
図っています。

内部通報カード

本レポートは「生
い の ち

命と暮らしに寄り添い、地球と
の共生を実現する。」を経営理念とするアース製薬の
多角的な活動を、ESG（環境・社会・ガバナンス）の
軸にもとづき報告しています。注力するCSRテーマ
等について、目標値と実績値を示したCSRマネジ
メントデータも公開しており、グローバルスタン
ダードに沿った報告書となっている点も特徴です。

今回のレポートで高く評価したいのは、次の３点
です。まず第１に、2021年からスタートする次期
中期経営計画とCSRとの関わりが示されたことで
す。直接的にCSRという用語は使われていませんが、
戦略の方向性として、「ESG・オープンイノベーショ
ン」が一つの重要な柱として掲げられています。ま
た、トップメッセージを読むと、大学、研究機関、
ベンチャー企業、自治体など異分野の持つ知見を
組み合わせることによるオープンイノベーション
が感染症ケアを含む社会課題の解決につながると
述べられています。現在のように、世界中の人々
の暮らしが大きく変化し、アース製薬を取り巻く
事業環境も変化する中で、持続的に成長するため
には、事業ドメインをあらためて広げ、オープン
イノベーションに取り組むことが重要です。この
ような社会課題の解決に向けたアース製薬の誠実
な取り組み姿勢を高く評価したいと思います。

第２に、環境面の数値が良化したことです。アース
製薬では、事業活動における原材料やエネルギーな
どの資源（インプット）と、その活動で生じる製品や
環境負荷（アウトプット）を定量的に把握しています
が、昨年に比べて、インプット量は増加したにもか
かわらず、排水量、CO2量、廃棄物などのアウト
プットは低減しています。アース製薬は、主にB to 
C製品を販売する企業ですので、来年は、企業自
身が直接的に排出した温室効果ガス（SCOPE1）や
間接的に排出した温室効果ガス（SCOPE2）に加え
て、バリューチェーン全体で排出した温室効果ガス

（SCOPE3）について開示を検討していただくこと
を期待します。

第３に、社員の働く環境の整備が進んだことです。
2019年より介護休職制度を通算366日へと拡大し

第三者意見

立教大学経営学部教授
高岡 美佳氏

要望したいこと

たのに加えて、2020年には雇用保険からの介護休
業給付が終了した後も介護休業補償特約が支払わ
れるアース製薬独自の休職中の所得補償制度が導
入されました。また、2019年の「アース健康宣言」
も記憶に新しいことです。多様な価値観・ライフ
スタイルを前提とした働き方に関する制度に力を
入れていることは大変素晴らしいことだと思いま
す。今後も高いレベルでの運用に努めていただく
ことを期待します。

その他、海外から多くの人が訪れる東京オリン
ピック・パラリンピックイヤーを感染症対策の重
要年度と位置付ける「STOP感染症2020戦略会議」
の活動趣旨に賛同したり、安全安心で健康な地域
づくりを官民連携で推進することを目的とした連
携協定を東京・千代田区と締結（2020年３月）する
など、今回のレポートには、この一年間における
アース製薬のCSRの着実な進捗が示されていると
言えるでしょう。今後もアース製薬らしさを追求
しつつ、社会の課題を見つけ出し、アジアにおけ
るリーディングカンパニーとして業界を牽引して
いただきたいと思います。

現時点でアース製薬のCSRは一定のレベルに達し
ていると思いますので、来年は、人権方針の策定に
ついて検討されてはいかがでしょうか。アース製薬
が積極的に事業を展開する海外では、2015年に英
国現代奴隷法が施行されるなど人権に対する関心が
高まっています。自社の事業活動において影響を受
ける人々の人権を侵害しないこと、マイナス影響の
回避・緩和のために人権デューデリジェンスを実施
すること、そしてマイナスの影響が生じた場合には
是正に向けて適切な対応をとることは企業の社会的
責任にとって欠かせない要素です。
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会社概要、基本データ

編集方針

会社概要

アース製薬は、さまざまなステークホルダーの立場や考
え方を尊重し、積極的に対話を行いながらCSR活動を推進
することが重要だと考えています。ステークホルダーの皆
様とより深いコミュニケーションを取ることとアース製薬
の存在意義を明確化することを目指し、日本語版と英語版
のCSR報告書を発行し、冊子とウェブサイトにて公開して
います。

本冊子では、2017年に設定した注力するテーマとESG
の項目に関する取り組みの進捗と実績を報告するとともに、
海外事業やグループ会社のデータの収集と開示を強化し、
冊子・ウェブサイトに反映しています。ハイライトも注力
するCSRテーマに沿った内容としています。

この「CSR報告書2020」を通じて、アース製薬ならでは
のCSR活動を、多くのステークホルダーの皆様にご理解い
ただき、皆様とともに未来を築いていきたいと考えてい
ます。

財務データ

非財務データ

名 称 アース製薬株式会社
東京証券取引所市場第一部

会 社 設 立 1925年（大正14年）8月26日
資 本 金 84億5,160万円（2020年9月末現在）
本 社 所 在 地 〒101-0048

東京都千代田区神田司町二丁目12番地1
代 表 者 代表取締役社長　川端 克宜
事 業 内 容 医薬品、医薬部外品、医療用具、家庭用品などの

製造販売並びに輸出入

● 売上高（連結）

● セグメント別売上高構成（2019年）

● 営業利益（連結）

● 経常利益（連結）

● 親会社株主に帰属する当期純利益（連結）

2014年

（百万円）
200,000

150,000

100,000

50,000

0 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

189,527
181,104179,738

168,505
159,739

145,858

社員総数（単体）

1,265名
女性

38％
［482名］

男性

62％
［783名］

社員総数（連結） 4,180名

2019年12月31日時点（有価証券報告書）

新卒採用人数
（単体）

30名女性

3０％
［9名］

男性

70％
［21名］

2019年4月入社

中途採用人数
（正社員）（単体）

26名女性

42％
［11名］

男性

58％
［15名］

期間：2019年4月1日～2020年3月31日

虫ケア用品

29.9%

日用品部門

53.0%

口腔衛生用品

22.3%

入浴剤

12.1%

その他日用品

18.6%
ペット用品・その他

4.2%

総合環境衛生事業

12.9%

2014年

（百万円）
6,000

3,000

4,000

5,000

2,000

1,000

0 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

3,916

1,036

4,456

5,549

4,016

4,843

2014年

（名）
5,000

1,000

2,000

4,000

3,000

0 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

3,350 3,396 3,479

4,167 4,291 4,180

1,175 1,208 1,198 1,257 1,271 1,265

■ 社員数（連結）期末　■ 社員数（単体）期末

2014年

（百万円）
7,000

3,000

4,000

6,000

5,000

2,000

1,000

0 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

4,326

1,382

4,987

5,991

4,260

6,020

2014年

（百万円）
3,500

2,000

1,500

1,000

2,500

3,000

500

-500

0

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

1,250
1,705

1,165

3,364

2,205

△142

● 対象範囲
アース製薬株式会社

（報告範囲はグループ全体ですが、標記のあるデータ
以外はアース製薬単体です）

● 対象期間
2019年1月1日～2019年12月31日

（一部の内容は2020年3月31日まで）
● 発行時期

2020年10月
● 参考にしたガイドラインなど

「GRIサステナビリティ・レポーティング・スタン
ダード（GRIスタンダード）」
環境省「環境報告ガイドライン（2018年版）」

「Business Reporting on the SDGs: An Analysis 
of the Goals and Targets」

「Integrating the SDGs into Corporate Reporting: 
A Practical Guide」

● お問い合わせ先
アース製薬株式会社 グループ経営統括本部　
事業開発部内　CSR推進事務局
TEL ：03-5207-7788
FAX：03-5207-7484

● 初任給（単体）

● 社員数

大卒 修士210,000円 230,000円

2019年実績
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